
――ふわぁ……ああ失礼
……それで？
新しく入荷した奴隷はどれ？

さっさと案内しなさい
こんな汚い場所、一刻でも早く出たいんだから

ん……若い男はこれだけ？

みすぼらしいわね
もっといい奴隷は入っていないの？
……はぁ

そこのお前、名前は？
……奉仕の経験はある？
なにか得意なことがあるなら、見せてみなさい

はぁ……ダメね

なんの取り柄もなさそうだし……礼儀がなってない
それに、見た目も好みじゃないわ

だいたい……どういうことなの？
この品揃えの悪さは

私が足を運ぶ日は事前に伝えてあるのだから
もう少しマシな奴隷を用意しておきなさいよ？

お前……誰のお陰で商売できているか
忘れたわけじゃないわよね？

私がその気になれば、
お前を打首にすることだってできるのよ？
ねぇ、わかってる？

……まぁいいわ
反省しているようだし

今日はこのゴミみたいな奴隷で
手を打ってあげましょう

使い物にならなかった時は
こちらで適当に処分するけど……構わないわね？

ええ、契約と支払いの方は執事に任せているから
あとのことはそっちと話して

……ということで

もう理解できていると思うけど……
お前には、私の犬になってもらうことにしたから

少しでも長生きできるように
せいぜい努力しなさい？



この退屈を少しでも
紛らわせてくれると嬉しいんだけど……ふわぁ

んおぉぉっ、おぉ……お♡
んぉ……下手くそね
もっと一生懸命舐めなさい？

私のような貴族に……んぉ、奉仕できるなんて
普通、ありえないこと――なのよ？

おぉっ、んぉ～……おぉ♡
あ～いいわ、そこ……おぉっ♪
舐めて、そのまま――お♡

お、おぉ……おぉっ♡
んぉ～イきそっ……吸って、もっと吸いなさい……♡
クリトリス、激しく――んぉっ♪

んぉおおおっ♡おぉっ♡
あーイく、イくイくイく――んっ、おおぉっ
イッ……くぅうっ♡

はぁ……はぁ、はぁ……はぁ……♡
もういいわ、下がりなさい

……お前を買ってからもう、ひと月近く経ったのね

……はぁ、やっぱり退屈だわ
そろそろ次の奴隷に買い替える頃合いかしら

となれば……さて
どうやって始末しましょうか

大抵の拷問は、もうやり尽くしてしまったのよね

危ないお薬をたっぷり
ブチ込んでイかせまくってあげるのは……いまいちだったし

檻に閉じ込めて猛獣のエサにするのは
一方的で面白くなかったし……うーん

ふふ……なに、怯えてるの？
怖い？死にたくない？

あははっ、いいじゃない♪
奴隷として売られていたってことは
どうせくだらない人生を送ってきたんでしょう？

だったら、私のような
高貴な身分の人間のために死ねることを喜ぶべきよ

今のうちから祈っておきなさい？



生まれ変わったら
もう少しマシな人生を送れますように、って――

――なに？
下がりなさいと言ったでしょう

聞こえないの？
私の命令に逆らったら、ただじゃおかないわよ――きゃっ！？

――無礼者っ！！
なにをしているの……！？

……は？
どうして、服を脱いでるの……待って
まさか、お前――お♡

なによ、それ……そんな大きいの、入るわけが――あ♪

待ちなさ――ペニスの挿入は、許可してない……わよ――んぉっ
おっ、おおおぉ――んぉおおおおっ！？

゛おぉ、おっ、おぉぉぉぉ♡
お前、自分がなにを――お♡
やっているか、わかって……いるのっ？

おおおぉっ♡゛おぉ、おっ♡
奴隷の分際で、こんな――お♡
んぉおおお～っ♪

ん゛ぉ、ぉお……♡おぉっ♡
覚えておきなさいよ……許さない――からぁっ♪

おぉぉっ♡おぉっ……おぉ♡
死んだ方がマシって……っ、思うくらいの拷問で……お～っ♪
徹底的に苦しめてから……おっ♡
殺して――お♪んぉおおっ！？

゛おぉ……おぉっ、おぉぉっ♡
おぉっ、゛おぉっ♡おぉっ♡
んぉおおっ♡おっ、んぉっ♡

どうして、こんな――お♡
弱いところ、ばかり……お、んぉおおっ！

゛おぉっ♡゛あぁ……゛おぉ♡
――っ、そうか
今までずっと……っ、奉仕させてきた――から♡

私の弱点が……おっ、筒抜けになってぇ――んぉっ！？
おっ……おぉ、んぉおおっ♡

おおぉっ♡おぉっ、゛おぉっ♡
ぁ、んぉぉおおっ♡おぉぉっ♡
おぉぉぉぉ♡おぉっ……おぉ♡



どんどん……固くっ、なってるぅ
私の中で膨らんで……奥まで、届いてぇ――お♡

おぉっ、んぉっ♡゛おぉ、おっ♡
っ、まさかお前……このまま、中に――んぉおっ！？
やめ、やめなさ――おおっ！！

おぉぉぉぉ♡おぉっ、んぉっ♡
やめろって……言っている――のにぃ♡
本当に、許さない……わよ、んぉおっ！

゛おぉ、おぉっ♡んぉ、゛お♡
お前のような――おっ、奴隷の子種をぉ♡
私の、中にぃ♪吐き出すなんて……んぉ、おおおぉっ！
絶対に……絶対にぃ――おぉっ♡

゛おぉっ……♡゛おぉ、おっ♡
んぉぉっ♡おぉっ、゛おぉっ♡
おぉっ、゛おぉっ♡おぉぉっ♡

ぉ、いやぁ……だめぇっ♡
このままだと、私も――おぉっ！

おぉっ♡ぉっ、おっ、んぉお♡
イきたくなんて……ないっ、のにぃ――お♡
んぉっ、おお♡ん゛おぉっ♡

んぃ――っちゃうぅ♡
イかされ、ちゃう……お～イきそ、イきそぉ♡

おおぉっ♡やめなさ――お♪
出すなら、せめて外に……んぉ、おおぉっ♡

んぉ……おぉぉっ♡おぉっ♡
お～イく、イくイくイく――もう無理ぃっ♡
おまんこイッちゃう、あっ……やぁ――ああぁっ！？

おっ、んぉおっ……おおおおぉっ♡
イぃ――ッくぅぅうううううう～っ！！

おっ……おぉっ♡
んぉ～、出てるぅ……あっついのが私の奥にぃ
いっぱいぃ――お♡おおおぉ～……♪

あぁ……はぁ、はぁ……んぉ……はぁ♡
――はっ

は、離れなさいっ！！

――誰か、誰かいないのっ！？
この男を牢屋に連れていって、早くっ！

お前……私を襲った罪は重いわよ
その身体にたっぷり味わわせてあげるから……覚悟しなさい



気分はどう？……反省した？

ふふ……なぁに？
「覚悟はできてる」って？

そうよね？
主人に逆らった奴隷がどんな末路をたどるか、なんて
わかりきってるものね？

ただ……私はとっても優しいから
お前にチャンスをあげることにしたの

私の命じた通りに奉仕できたら
これからも犬として使ってあげる……わかった？

はぁ……はぁ……♪
では、さっそくはじめましょう

さぁ……命令よ♡
私のおまんこをイジメなさい
この前みたいに……乱暴にね♪

……なにをボーッとしているの？
私のおまんこをイジメろって言ってるのが
聞こえないの？

早くしなさいっ……
こっちはもう、ガマンの限界なんだからぁ――

――お♡んぉおおっ♪

おっ、んぉ……おぉ～……っ♡
おぉおっ、おっ、んぉお……♡
おぉ、おっ、おぉ～っ♡

ふふ……なによ、驚いた顔しちゃって――お♪
おぉっ♡おっ、おぉ……♡

こんなことを命令されるなんて……っ、意外だった？
おぉ、おっ、おぉ～……♡

確かに……最初は思ってたわ
んぉ、おおぉおっ……♡

絶対に許さない……お、おぉ♪
できるだけ苦しめてから、殺してやる……って♡
でもね……おっ♡

んぉっ、おっ♡お～っ♡
私……あんな気持ちになったの、初めてだった――から♡



おぉ……おっ、んぉ～……♡
周りの人間はみんな、私の命令に従うし……おっ
欲しいものは……なんでも、手に入ったわ……♪

んぁ、おおぉ、んぉお～っ♡
でも、私の心を満たしてくれるものに……んぉ♪
出会えたことは――一度もなかったの

おぉっ♡お、ぉお～……♡
なにをやっても……退屈で、退屈で♡
あまりにつまらなくて……んぉ♪

死にたくなってくるくらいだった……なのにっ♪
お前のちんぽだけは違ったの……♡

おぉっ、んぉっ、んぉ～……♡
私の命令は無視するし――おぉ♪
乱暴にちんぽを出し入れ……してっ
最後は……おっ、中出しまでしちゃうし♪

んぉ……おっ、おぉ～……♡
その時、私……んぉ、気づいたの♡

自分が強いオスに犯されるのが――んぉ～、大好きな♡
マゾまんこだってことに♪

お、おぉぉっ♡おぉ～♡
……だから
遠慮なんて、しなくていいのよ？

私のおまんこを、その指で激しく――んぉ♪
お前の好きなように――お？
――んぉ、おおおぉっ！？

おっ……おぉ、おぉ～……キたぁ♡
ふっとぉい指が、おまんこの中にぃ――お♡

おぉ、はぁ、゛おぉっ、おぉっ♡
そう……それがいいの、その乱暴なやつ……好きぃっ♪

おぉっ、゛おぉっ♡んぉっ♡
ねぇ、私のおまんこの弱点――おっ♡
全部覚えてるんでしょう？

おおおぉっ♡おぉっ♡んぉっ♡
だったら……もっと、もっと激しくしてぇ♡
おまんこの弱いとこぉ――お～っ♪
ぐちゅぐちゅイジメてよぉ♡おっ、おおおぉっ！！

おっ♡ぉっ、おっ、おおおぉっ♡
んぉ、゛おぉっ♡゛お、゛おぉっ♡
んぉっ♡゛おぉ、おっ、おぉっ♡

あ～イきそ……イきそぉっ♪
んぉぉっ♡゛あぁっ♡゛おぉっ♡

そのまま続けて……もう少しだからっ♪
あとちょっとで――お～♪



おまんこイけそぉだからぁっ――お♡

あ、おぉっ♡んぉっ♡おぉ、゛おぉ♡
゛おぉっ♡おぉっ♡゛おおぉっ♡

お～、イきそぉ…イくっ
イくイくイくっ――お♡

あっ、あぁ……あぁ～っ――イぐぅっ！！
んぉおっ、おおおおおおぉっ！？

おっ、おおぉっ♡
んぉおおおおお～っ！！

なに、これぇ♡
なんか、勝手に――んぉお～出る出るっ♡
でちゃう……おおおおぉ～っ♪

ぎもちぃっ……お～しゅごっ♡
止まらな――んぉお、おおおぉっ！！

あ～おかしくなっちゃう♡
おまんこバカになっちゃう――お、んぉおっ♪
んぉおおおおおおお～っ♡

おぉ～すっごぉ……想像以上だわ……これ♡
はーっ、はーっ……はぁ♡

……ねぇ？
私がなにを欲しがってるか、もうわかったでしょう？

だったらほらぁ……服、脱ぎなさいよ？
そのデカちんぽで、この前みたいに♡

私のおまんこ……犯してよぉ、早くぅ♪

おっ、おぉ――んぉおっ♪
あ～それ好き……お、すっごぉ、おおぉっ♡

゛おおっっ♡おおぉっ、゛おぉっ♡
奥まで届いてぇ――おっ！
おおぉ、んぉおおっ♡

゛おぉぉっ♡゛んおぉっ♡おっ♡
おぉ～……ッきそぉ♡
ッくぅ……イく、イくイくイく――んぉ♡
おっ、おおおおぉ――イぐぅっ！！

はーっ、はーっ、はぁ……また、イかされちゃったぁ♪

こんな……犬扱いしてた奴隷相手に
手も足もでなくてぇ……お♪



一方的に……オナホール扱い、されてるなんてぇ――おっ！？

んぉぉお♡゛おっ、゛おぉっ♡おっ♡
゛おぉっ♡おっ、んぉっ♡おぉっ♡
おぉぉっ♡おっ、んぉっ♡゛おぉ♡

あ～私ぃ、どんどんマゾになってるぅ
゛お、んぉっ♡゛お、おぉぉっ♡んぉ♡

乱暴に犯されるの……っ、大好きになって♪
このちんぽに、逆らえなく……なってくぅ――おっ♡

ん゛おぉぉっ♡おぉっ、゛おぉっ♡
お……待って♡
嘘ぉ、さっきイッたばっかりなのに――またっ♡

おぉっ、゛おぉっ♡゛おっ、゛おぉ♡
お～イッちゃうイッちゃう♡

またイく、すぐイくっ、クるっ♡
おっ、おおおおおぉ――イくイく、イくぅうううう～っ！！

はぁ、はぁ……あ～最っ高ぉ♡
おまんこ幸せぇ……はぁ♪

もういいわ……だいぶ、満足……したし
疲れてしまった――からっ、はぁ……しばらく休憩にしましょう

……ねぇ？
ちょっと、聞いてるの？

もう充分だから……
一回、ちんぽを抜きなさいって言ってるのが――っ！？

――んぎゅっ！？
かはっ……こひゅ……おぉ♡

やぁ……急に、なにを――はぁ、はぁ……！
これ……息、でぎな――ぐるじっ……お♡

やめなさ――かはっ♡
首ぃ、手ぇ……離じでぇ――

――はぁっ！！
はーっ！はーっ！はーっ……はぁ、はぁ……♡

なにをするの……突然！
お前……なにか勘違いをしてない？

このプレイはあくまで
私の命令でやってることなのよ？

私の要求していないことは一切しなくていいし……
お前がリードする必要なんてないの
……わかった？



……はぁ
だったらさっさと
これを私の中から抜いて……下がりなさい

しばらく休んだら、再開するから――

――んぐぅうっ！？
やめ、なさ……息を、させて――こほっ
ぁぐ、苦じぃ――♡

――おっ、んぉおおっ！？

んぐ、ぎゅ……お♡おぉ、おぉぉ……んぐぅ♡
こんなっ……一緒に♡
おまんこも、イジメられ――たらぁ♡

゛おぉっ……ん゛お、゛ぉ……おっ……おぉ……♡
苦じいのと……きもぢいっ、ので♡
ぐちゃぐちゃに――っ、なっちゃ……おおおぉっ！？

おぉ～……こほっ、゛おっ……んぉ♡
ぁ、んぉ……やぁ、゛お……ぐぅ、おぉ……っ♡
はぁ、んぉおっ……ぎゅ♡゛おっ、んぉ……おぉ……♡

――はぁあっ！！
はぁ～っ、はぁ～っ、はぁ～っ♡

待って、もういいから……
普通に……はぁっ
おまんこイジメてくれるだけで――っ、いいからぁ♡

やだ、お願い……やめて！
首を絞めるのは、もう――

――んぎゅぅうっ♡

んぎゅ、けほ……お♡゛お……こほっ、おぉ♡
んぐ、おぉ……お、おぉ……♡
゛おぉ……゛あ、けほっ……んぐ、ぐぅ♡

待っで、とめてぇ♡
おねが――呼きゅ、させてぇ……かはっ♡

んぐっ、゛おっ……゛おぉ、おっ……んぎゅ、゛おぉっ♡
酸素……酸素、ほしいぃっ

おっ……おぉっ♡゛おぉ……゛お♡おぉ……はぁっ、゛お♡
このままだと……私っ
ほんとに――んぐっ、死んじゃ――♡

――おぉ♡



んぉおお――お～だめぇっ♡

゛お……くふぅ、んぉっ♡んぎゅ……お、おおぉ……゛おっ♡
もぉ……なんにもっ♡
考え、らんなくっ……なってぇ――お♡

こほ……お♡んぐ、゛お……けほ、おっ♡んぉお……お♡
゛お……んぐ……あ、はぁっ……♡
おっ……ぎゅ、゛お……んぉ、おっ♡けほっ……゛おっ♡

あ～クる……ちんぽ、固くなってる♡
おぉ……んぐ、ぎゅ……んふぅ♡おっ、ぐぅ……はぁ、おぉ♡

私もぉ――おっ♡
キちゃう、おまんこまた――イっちゃうぅ！

おっおぉ♡くふ、はぁ……お♡おぉ、ぐぅ……んぐ、はぁ♡
お～……イぐっイぐっ♡んぅっ、゛うううぅ……♡

ぃぐぃぐぃぐ……んぉ、おおおぉ――おおおおぉっ！！
ひぃッ――゛んぅうううううううう～っ♡

お……おおぉ……お～♡
ぅぐ……くふ、おおぉ……お、おぉ――♡

――ぜはぁああっ！！
はぁあ～っ、ぁあ～っ、けほっ……はぁっ

はーっ、はーっ、はーっ……んぉお♪
あ～、すごかっ――たぁ♡

本気で、天国に……はぁっ
イッちゃうかって思う……っ、くらいぃ♡
あぁ、ああぁ……はぁ♪

ちゅ、んふぅ……ちゅぽぉ、れろぉ♡
ちゅ、んぅ……はぁ、ちゅ……ん、ちゅ♡

ぁむっ……ちゅ、じゅるる……ぐぽぉ♡
ぐぽ、はぁ……ん、ちゅぱ、んはぁ……じゅっぷ♡
ぐぽ……はぁ、あ……ちゅ、ずずっ……じゅぽぉ♡
ちゅぅ、じゅっぽ……んぁ、んぐ……ちゅぅう♡

んふぁ……精子ぃ、中から溢れてきたぁ……ちゅ♡
んぁ、じゅ、ちゅぅう……じゅぽ……ずず、ちゅっぽぉ♡

――ちゅぽんっ♡
んふぅ……こく、こく――ごくんっ
おいひい、精子の味ぃ……ちゅ♪

れる……ん、ちゅ……ん、はぁ……ちゅぅ♡
んぁ……はぁ、れろ……んぁ……ちゅ、れる♡
ちゅ、れぇろ……れる、んぁ♡

あは……また、段々固くなってきたぁ……じゅるるっ



れぇろ……れる、はぁ……はぁ、ん……れぇろ♡

なに、また出したくなってきたの？
はぁ、んぁ……ちゅ……んふ、れぇろ♡

ほんと……仕方のない奴ね……ちゅ♡
れる、んぁ……はぁ♡ん……れぇろ♡

さっき中出ししたばっかりなのに……れろぉ、ぐぽ♡

れぇろ……れる、ちゅ、ん……はぁ……れる♡
ん……はぁ、ん……れぇろ……ちゅぅ♡
ちゅぅ、れる……ぁ……はぁ♡ちゅ♡

――んふ？けふっ♡
ひょっと……なにしへるの？

頭ぁ、掴まないれよ……んぐ♡
やめへ……それ以上は、入ららいからぁ――んむっ！？

んぐ、んうぅうううう～っ！？

んぁあっ♡じゅ、ぐぷっ♡はぁ、あっ♡
ちゅ、ずずっ♡じゅぽ、ぐぽっ♡ぐぷっ♡
ぐっぽ、ぐっぽっ♡ぁぐ、ぅえっ♡ちゅ、じゅっ♡
ぐぷ、んぐ、ぁっ♡じゅ、ぽっ♡げほっ♡

……ちゅぽん♪はぁ、はぁ……はぁ
まったく、本当に……はぁ、礼儀知らずな男よね

ちゅぅ……はぁ、んぁ……ちゅぅ……ちゅ♡
おまんこだけじゃなくて……お口まで♡

ん、ぁむ♡はぁ……んぁ、ちゅぅ♡
オナホールみたいに犯しまくる……なんて♪

普通の市民は――ちゅ、ちゅぅ♪
私と言葉を交わすことすら、できないっていうのに……んぐ♡
んむ、んぅうううう～っ！？

んぐ、ぉおっ♡゛あぁ、ぐぅうっ♡ぁぐっ♡
じゅ、れろぉっ♡ぅ、ぐぽぉっ♡ふぁっ♡
あぐ、ちゅっ♡れろ、んぐっ♡ぐぽ、ぐっぽっ♡
んぁあっ♡ちゅ、ずずっ♡んぉっ♡っぐ、あぁっ♡

――ちゅぽぉ♡はー、はー……♡
責任……とりなさいよ？ぐぽぉ……じゅるるっ

れろ、ちゅぅ……んぅ、はぁ……ぁむ♡
お前のせいで、私……これなしじゃ
生きていけなくなっちゃったんだからぁ……ちゅ♡

んぁ……ちゅぅ、れろ……れぇろ、ちゅ♡
死ぬまで私のおまんこにぃ……ちゅぱ♪



ご奉仕してもらう――からね、ちゅぅ……いい？

れる、れぇろ……ぁむ♡ちゅ、んぁ♡
その代わり、どれだけ乱暴しても
お咎めナシにしてあげる……からぁ――ちゅ

ちゅ……はぁ、んぁ……ぁむ♡れろぉ♡
お前のデカちんぽをぉ――ちゅ、じゅる♡
私だけに独り占め……っ、させなさ――んぐ、んむぅううっ♡

ふぁっ♡あぐ、ちゅっ♡れろ、んぐっ♡ぐぽぉ
じゅぽ、ぁっ♡んぁあ、ちゅっ♡ぐぽぉっ♡
ぐっぽ、んぐぅっ♡ちゅ、ちゅぷっ♡じゅぅっ♡
ちゅぽ、ぁっ♡んふっ♡ちゅ、ぐぽっ♡んっ♡

――ちゅぽぉっ♡はぁーっ、はぁーっ♡
ちょっとぉ……なんでやめちゃうのよぉ♡

んぁ、ちゅ……ちゅ……れろ、れぇろ♡
続けなさいよぉ……私のお口まんこでぇ♡
デカちんぽ、しこしこしなさいよぉ♡

んぁ……ぁむ、れろ♡はむ、ぐぽぉ♡
こんなに――ちゅ、バッキバキに勃起させておいてぇ……れろ♪
途中でやめるなんて、許さない――んぐ♡

――んぷっ、んむぅうううう～っ♡
ぐっぽ、んくっ♡はぁ、ちゅぽっ♡じゅう、じゅぅぅっ♡
ちゅぅ、じゅっぽっ♡ぁ、うぇっ♡ごほ、はぁっ♡
ぁあっ♡ぐぽ、ぐっぽっ♡んぐっ♡ぉお、はぁっ♡
ぐっぽっ♡ふぁ、あぐっ♡んふ、けほっ♡じゅぽっ♡

――んぐ？イきそぉ――なの？
んぐ、いいわよ……じゅる、好きにしたらぁ？

ぐぷっ、ぐぽっ♡ぐぷっ♡ちゅぅ、んぁあっ♡ぐぽ、ぐぽっ♡
お前のぉ、ぐぽぉ……出ひたい場所にぃ――じゅる
どぴゅどぴゅ、すればぁ――んぐぅ♡

ぐぽ……ぐぷ、んぐ……ちゅぽ♡はぁ、ぐっぽ、じゅぽ♡
ほらぁ……出しらさい、よぉ♡

ふぁ、あむ……んふ、ぐっぽ……じゅぽぉ♡ずずっ……じゅぽ♡
全部受け止めてあげる――からぁ♡

ぐぽ、ぐぷ……ぐっぽ、ぐっぽ……ずず、じゅぅ……ぐぽ、んふぅ♡
出せ、イけ♡イけイけイけぇ――んむぅっ♡
んぐ、じゅるる……じゅぅうっ
じゅぅうううううううう～っ！！

んぷ、んぐぅううっ♡
んぅうううううううう～っ！？

けふっ、んふっ♡



んふぅー……んふぅー……ちゅ、じゅるる♡

ひゅごぉ……まだこんなに、濃厚なのが……んふっ
いっぱい出るなんへぇ――ちゅ、じゅぅうっ♪

んく……こく、こく……ごく
ごくごく――ごくんっ♡

――ちゅぽんっ♡
はぁ……どうだった？

物足りないなら、もっとイジメてくれてもいいのよ？
……ふふふっ♪

(前ら数ヶ月後。
ヒロインは、主人公のことを奴隷ではなく
「一人の男性」として認め、行為を抱くようになっている)

んはぁ……ちゅ、れろ……れろぉ♡
もっと伸ばしてぇ、絡めて♡
れろぉ……ちゅ♪んふ、そう……もっとぉ♪

れる、れろぉ……ちゅ、れろ……♡
ちゅっ……れろ、れろぉ……んはぁ♡
んふぅ、ん……ちゅ、れろぉ……れる♡

――はぁ♪
ねぇ……そろそろいいでしょ？
ちんぽ、挿れても？

れろ……ん、ちゅ……れろ、れろぉ♡
実は今日、私……危険日なの♡

れろ……れる、んはぁ、ん……れろぉ♡
おまんこがね、あなたの精子ほしがって……ちゅ
うずうずしちゃってるの♪

んはぁ、ちゅ……れろれろ……れろぉ♡
だからぁ……シよ？

れろ……れる、んはぁ……ちゅ、れる♡
好きな人同士の……いちゃいちゃ子作りえっち♡

んはぁ、れろぉ……ん、んぅ……れろぉ♡
あなただって私のこと……好きでしょ？
大好きでしょぉ？

ね、いいわよね……いれちゃうからね――んぉ♡

んぅ、おぉおっ♪
上からぁ――腰、落としてぇ……おっ♪
おぉ……んぉおおおお～っ！！

――おぉっ♡おおおおぉっ♡



はぁ、はぁ……あ～これこれぇ♪
これだけなのぉ……私を幸せにしてくれるのは♪

私に幸せを教えてくれた……♡
カッコよくて優秀な、あなたのちんぽ――だけなのぉっ♪

゛おぉぉっ♡゛おっ、んぉっ♡おぉっ♡
おぉ、んぉおっ♡んぉっ♡゛おぉっ♡
゛んおぉぉっ♡おぉ、゛おぉっ♡

いいじゃない……貴族が奴隷と結婚したって♡

゛お、゛おぉっ♡おっ、゛おぉっ♡
文句なんて――おっ、言わせないわ♡
どうせ誰も……私には♡逆らえないん――だものっ♪

おぉっ♡んぉおっ♡゛おぉ、おっ♡
あなたのことを――んぉ、悪く言う奴っ――はぁ♪
みーんな消してあげるぅ♡

んぉっ♡おぉぉっ♡おぉっ♡゛んぉっ♡
だからあなたはぁ――おっ、んぉおっ♪
なーんにも考えずにぃ♪
私のおまんこといちゃいちゃしていればいいのぉ♡

゛おぉっ♡゛あ、おぉっ♡゛おぉっ♡
゛お、おぉぉっ♡んぉ、゛おぉっ♡お♡
んおぉっ♡゛おぉおっ♡んぉ、゛おっ♡

お～きもちっ♪
危険日だからかしら……なんか、おっ♡

いつもよりおまんこが――おっ、んぉ～っ♪
敏感になってる、みたいでぇっ♪

おぉっ♡おぉ、おおぉっ♡んぉお♡
んぉ～イきそ、イッちゃうイッちゃう……おまんこイくぅ♡

おっ、おおおぉ――んぉお♡
イぐイぐ、イぃッ――ぐぅううううう～っ！！

おぉっ、おおぉ……お～……おぉ♡
は～……イッちゃったぁ♪

知らなかったぁ……危険日のおまんこって
こんなによわよわになってるんだぁ――んぉ？

――おっ！？んぉおおっ♡
おおぉっ……待って待って♡待ってぇぇえっ♪

゛おっ、゛おぉっ♡おぉっ♡んぉお♡
だめなのぉ……今、すっごく敏感――だからぁ
動かれると――んぉおっ！ほんとにオチちゃうからぁっ♪

んぉぉっ♡゛おぉぉっ♡んっ、おぉっ♡
゛おっ♡゛おぉぉっ♡おっ♡゛お♡



あ～もぉっ、好きぃ♡
ほんっとに大好きぃ♡

ぉっ、゛おぉっ♡゛おぉ、゛あぁあっ♡
私がなに言っても、無視してっ♪
デカちんぽどちゅどちゅしてくる――乱暴なとこもっ♪

おぉっ♡おぉ、゛おぉぉっ♡んぉぉっ♡
私の弱いとこ――おっ、ちゃんと覚えてくれて♡
いっぱいイジメてくれるのもぉ♪

全部、全部♡大好きなのぉおおっ♪
――んむ、ちゅ……れろぉ♡

んぉ、゛おっ、ん゛おぉ♡はぁ、ちゅっ、はむ、れろっ、ぁむ♡
んぉ、お゛おぉおっっ♡れろ、んぁっ、はむ♡ぁむ、はむ♡
おっ、んぉっ♡゛おぉ♡れろぉ、ぁむっ、ちゅ、ちゅっ、はむ♡
おぉっ♡゛おっ、゛お♡れろっ、はぁ、むっ、ちゅ、れろ、はむ♡

んぉ、いいよぉ？
このまま、中に――ちょーだい？
赤ちゃん孕ませてぇ♡

おっ♡おぉ、おぉぉっ♡んぁっ、はむ、れろぉっ、んぁ、ぁむ♡
あなたのぉ、優秀な精子でぇ――おっ、おぉ～っ♪
ママになりたい――のぉっ♡

ん、゛おぉっ、゛おぉっ♡はぁっ、はむ、はむっ♡んぁっ、はむ♡
私もぉ……一緒にイくっ、からぁ♡
おっ♡――んぉおっ！？

゛あぁっ♡゛おぉっ♡おっ、゛おぉっ♡おぉっ♡
お～っ、イくぅ……おまんこイくぅ
すっごいのクる、えぐいイキ方……しちゃうっ、んぉおっ♡

あ……ああぁ、んぉ♡おおおぉっ！！
あああああぁ～、イッッ――ぐぅううううう～っ♡

はーっ、はーっ♡
はぁ、はぁ……んぉ、おおおぉ……お♡

ちゅ、れろ……れろぉ、んはぁ……れろ♡
ぐぽ……れろ、んはぁ……ぬぷ、れろぉ♡

――ふぅ
ねぇ……まだ、できるわよね？

一回だけじゃ、孕めないかもしれないし……
私、絶対……絶対、あなたの精子でママになりたいから――♡

おっ――んぉお～っ！！
あ～嬉し……突いて、もっともっとぉ……んぉおっ！

精子、全部出しきって空っぽになるまでぇ――お♡



おおおっ、んぉ……おおおぉ～っ♡


